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【緒言】中性子検出器には、主に 3He ガスシンチレーション比例計数管が用いられてきた。しかし、近

年の 3He の供給不足を受け 3He を必要としない中性子検出器の開発が急務となっている。中性子の検出

は、熱中性子との反応断面積の大きい 3He、6Li、10B、157Gd 等の元素が利用され、熱中性子から発光中

心へのエネルギーの伝達によるシンチレーションを計測することにより行われる。現在、熱中性子に対

して高い発光量を示すLiCaAlF6(LICAF)等のLi含有固体シンチレータの利用が有望であることが報告さ

れている。一方我々のグループでは、中性子線吸収断面積が結晶組成で限定される単結晶シンチレータ

に対し、特に 6Li 含有量を増加させ、かつ、位置弁別性能が得られる共晶体構造に着目し、これまでに、

LiF-LiGdF4、Li3AlF6/Eu:CaF2、LiF/CaF2/LiBaF3といった共晶体を報告している[1,2]。 

【結果】本発表では、より発光量が高くかつ、中性子線、ガンマ線弁別性能の高い、6Li 含有中性

子線シンチレータを開発すべく、放射線に対し発光量の高い塩化物、臭化物シンチレータ相と当該シン

チレータ相と屈折率が近い 6Li 含有中性子線捕獲相とを組み合わせた、新規共晶体シンチレータを設計

し、共晶体を作製したのち、シンチレータ特性を評価した。具体的には、LiBr-(BaBr2, LaBr3,CeBr3), 

LiCl-(BaCl2,SrCl2)の組成の組合せに関して検討をおこなった。各粉末原料を内径4㎜の石英管に封入し、

垂直ブリッジマン法にて 0.1-0.2mm/min の引下げ速度で共晶体を作製した。図１に引き下げ方向に対し

垂直に切断、研磨したサンプルウエハの写真と SEM 像を示す。各共晶体における結晶相の屈折率差に

より、ウエハの透明性が変化していることがわかる。シンチレータ相の特性と屈折率を含めた物質設

計、共晶体作製、シンチレータ性能評価の結果については当日報告する。 
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図１ 作製した共晶体サンプルウエハの実像写真および SEM 像 
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